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肉加工品に含まれる食品添加物の相乗作用－Artemia salina の生存に及

ぼす影響－　　　　　　　　　　　　 ○多田さおり 小谷スミ子（新潟大）

目的　 ハム・ソーセージなどの肉加工品に添加されている食品添加物のうち発色剤の亜

硝酸N  a 、保存料のソルビン酸Ｋおよび酸化防止剤のL- アスコルビン酸の３種を組合せ、

その相乗毒性を検討した。指標として、下等甲殻類のArtemia salina  （A.salina）の致死

率を用いるin vivo の実験を用いた。

方法　シャーレに孵化したA.salina 1.0ml (20～30 匹含む）と食品添加物の食塩加海水

溶液（pH.8.0 ）1.0ml を添加し、30（Cの恒温機に入れ、24 時間後および36 時間後の致死

数を計数し、それを全匹数で割り、致死率を求めた。

結果　亜硝酸N  a    （0～0.5%) とL- アスコルビン酸(0 ～1.0%) は、濃度が高まるほど毒

性も強まった。ソルビン酸Ｋは、0.3%までは毒性の低下がみられ、その濃度以上になると

毒性が強まった。亜硝酸N  aとソルビン酸Ｋの非加熱混液では、毒性に相乗作用がみられ

た。また、亜硝酸Na とソルビン酸Ｋおよびし アスコルビン酸の非加熱混液でも、毒性に

相乗作用がみられた。亜硝酸Na とソルビン酸Ｋの混液を酸性下（pH.5.0 以下）で加熱す

ると、毒性が著しく強まった。亜硝酸Na とソルビン酸Ｋの混液にＬ－アスコルビン酸を添

加して加熱して加熱すると、し アスコルビン酸無添加の約65% にA.salina の致死率が低下

した。しかし、亜硝酸Na とソルビン酸Ｋの混液を加熱した後でアスコルビン酸を添加し

ても、毒性には変化がみられなかった。
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影響

中京短大生活　○岡田悦政　岐大医学　岡田瑞恵　　　　　　　 ヽ

目的　フリーラジカルは癌、心臓病、老化等種 々の疾病を引き起こしている。我々は、こ

のフリーラジカルを消去する物質をソラマメから抽出し、すでに本大会で報告した。この

ソラマメのラジカル消去タンパク成分(ffSP)について、更なる性質の探求と、培養細胞を用

いた細胞増殖への影響、ラジカル消去酵素への影響にう いて検討した。

方法　WSP は、硫安分画、ゲルろ過によって抽出した。金属キレーター作用はShimada らの

方法、アロキサンによるスーパーオキシド消去はMiwaらの方法により行った。ヒト線維芽

細胞は、Wト38 を用いてMEM、10%FBS 、28niM HBPESを含む培地、5% COa、37 °Cの条件で10 日

間培養し、細胞数の測定を行った。 ffSPは、0.05、0.1、0.5 μgM ＼の濃度で加えた。また、

tBHPを用いた細胞中のラジカル消去酵素への影響は、SOD 活性はチトクロームｃ法、カタラ

ーゼ活性はSunmer らの方法により測定した。細胞を３日間培養後、２０時間　0.05 、0.1、

0.5μg/mlWSP を投与して培養後、CMF-PBS 中でO.liM tBHPを培地に加えて２時間培養した。

その後細胞を集め、ホモジナイズ、遠心、その上清について酵素活性を測定した。

結果　ffSPによる金属キレーター作用は見られなかった。アロキサンによる消去活性は、チ

トクロームｃ法と同様であった。細胞増殖への影響は、コントロールに比べて0.05μg/inl

で30% 細胞数を増加させた。細胞へのtBHP投与によるSOD、カタラーゼ活性は共にffSPを投与

しないと増大したが、WSP投与群は、それらの活性をtBHPを加えない群と同レベルにした。
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